










































関西学院大学 先端社会研究所紀要 第 16号




































































参加者の国籍は、韓国籍 4名、台湾籍 4名、フィリピン籍 1名、タイ籍 2名の対象者に協力してい
ただいた。年齢は、20代 1名、30代 6名、40代 4名であった。使用言語は日本語と母国語を使用
していた。11名のうち 7名は日常会話に支障はなかったが、そのうち 3名は日本語のコミュニ
ケーションは難しいと答えていた。在日年数は 20年以上から 2年とばらつきがあった。在留資格
























年代 国籍 来日年 在日年数 在留資格 職業 子どもの数 夫の国籍
A さん 40代 フィリピン 1997 20年以上 日本人の配偶者等 パート 3 日本
B さん 30代 韓国 2012 5年 就業ビザ 自営業 2 韓国
C さん 30代 韓国 2011 6年 家族滞在 自営業 3 韓国
D さん 30代 韓国 2007 10年 家族滞在 専業主婦 3 韓国
E さん 20代 タイ 2014 2年 日本人の配偶者等 パート 1 日本
F さん 30代 台湾 2010 7年 日本人の配偶者等 専業主婦 1 日本
G さん 30代 台湾 2015 2年 日本人の配偶者等 専業主婦 2 台湾
H さん 40代 台湾 2008 9年 永住権 専業主婦 1 日本
I さん 40代 台湾 2009 8年 永住者の配偶者 専業主婦 4 中国（華僑）
J さん 30代 韓国 2006 11年 家族滞在 専業主婦 2 韓国
K さん 40代 タイ 2004 13年 日本人の配偶者等 パート 2 日本
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